
ビギンビギン女と男の情報紙女と男の情報紙
ひとひと ひとひと

はじめよう！はじめよう！

20212021

第22号第22号

  
　■ 男女共同参画セミナー報告　林家木久蔵氏による「木久蔵流、がんばらない子育て」
　■ 男女共同参画推進センターからのお知らせ
　■ 男女共同参画セミナー報告　林家木久蔵氏による「木久蔵流、がんばらない子育て」
　■ 男女共同参画推進センターからのお知らせ

特集１「男女共同参画社会に向けての
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【調査概要】

1. 調査地域 入間市全域

2. 調査対象 入間市在住の18歳以上の

  男女2,000人

3. 回収結果 回答数881人回収率44％

4. 抽出方法 住民基本台帳より

  等間隔無作為抽出法

5. 調査方法 郵送による配付・回収

6. 調査期間 令和2年6月1日～6月25日

　市では、女性と男性が共にかがやき、いきいきと暮らせる「男女共同

参画社会」の実現を目指して、様々な取り組みを進めています。

　令和２年6月、男女共同参画推進センターでは市民意識調査を行い

ました。今号では、調査結果の一部をテーマ別にご報告します。

　入間市における男女共同参画の「今」を見て、「これから」を考えてみ

ませんか。

　「各分野で男女の地位はどうなっていると

  思うか」の問いに、ほとんどの分野で平等・

  不平等の割合が前回と横ばいとなる結果で

  したが、職場を平等とする割合は26.0％と

  前回（20.1％）よりも5.9ポイントの改善

  が見られました。ただ、全体としては不平等

  の割合が高く、中でも政治の分野では約

  80％の人が不平等と回答しており、早期の

  改善が望まれます。　　　　　　　　

意識の変化が見られて嬉しいけど、あまり

変化は感じられないような…。実感できる

のはもう少し先なのかしら。

政治

職場

家庭

学校

「どんな分野で平等・不平等？」

不平等 分からない・無回答

「男女共同参画社会に向けての

　　　　　　　市民意識調査」結果がまとまりました！
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　　　　　　　市民意識調査」結果がまとまりました！
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今回の詳しいデータは

市公式ＨＰで閲覧できます！

「男は仕事、女は家庭」

どちらかというと
そう思う

その他　0.7％

23.5％

  ☆各分野での男女の地位

テーマ1　改善＆大きな変化テーマ1　改善＆大きな変化
　前回（平成27年度）の調査時から、男女共同参画社会に向けて前進が見られたポイントがこちらです♪　前回（平成27年度）の調査時から、男女共同参画社会に向けて前進が見られたポイントがこちらです♪

男女平等に関する意識

  

  ☆「男は仕事、女は家庭」どう思う？

          「男は仕事、女は家庭」についてどう思うかの問いに、「そう思う」

「どちらかと言えばそう思う」とする肯定派が26.9％、「そう思わな

  い」「どちらかと言えばそう思わない」とする否定派が72.4％という

  結果になりました。前回（平成27年度）の調査時の否定派66.2％より

  6.2ポイント増え、性別による役割分担意識が薄れてきたということが

  できます。　　　　　　　　　　　　

どちらかというと
そう思わない

24.6％

そう思う　３.4％

どちらかというと
そう思う
23.5％

そう思わない

47.8％

そう思わない

47.8％

否定派が72.4％

市民の７割以上の人が男女共同
参画の意識を持っています。

58.3

11.7

26

32.8

平等５.９
ポイントＵＰ

平等
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家庭生活と地域活動と仕事について

 「あなたの職場では、次のことがらについて男女平等になっているか」の問いに、ほぼすべての項目で平

等のポイントがわずかにあがりました。そのなかでも、「教育・研修の機会や内容」が前回の60.8％より

5.8ポイント上昇し、66.6％となりました。

　右ページでも、「職場」における男女の平等の改善が見られており、教育や研修を男女が平等に受けら

れることで、その他の項目についても改善していくことが期待されます。

  

教育・研修の
　機会や内容

昇進や昇格

賃金

採用時
の条件

「あなたの職場では男女平等？」

男性の方が
優遇されている

女性の方が
優遇されている

あてはまらない

0.9

1.4

1.4

0 20 40 60 80 100%

☆「家庭内」の役割分担

☆「職場」での男女平等

   「あなたの家庭では次のことがらを主に誰

  が行うことが望ましいか」の問いに、「共

  同して分担」との回答が目立ちました。前

  回調査時は「誰が行うのが望ましいか」で

  はなく、「誰が行っているか」という設問

  だったため、直接比較することはできない

  ものの、多くの人に、分担して行いたいと

  いう意思があることが分かります。右のグ

  ラフはすべての年代の合計ですが、例えば

  子育てをメインに行う20代～50代の回答を

  抜き出してみても子育てを「共同して分担」とする回答が75％以上となるなど、子育て＝女性という役割

  分担意識が薄れてきていることが把握できます。尚、同じく子育てについて、男女別でみても男女とも

  に70％以上が「共同して分担」を希望しており、年代別では50代で77.9％、若い世代程数値が高くなる傾

  向が見られ、18歳～ 20代で84.8％という結果になりました。

地域活動

介護

子育て

家事

「おうちのこと、誰がやるべき？」

主に男性 主に女性 その他
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0.3

1.4
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71.6

74.0

9.8
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分担しようっていう

意識がいいよね♪

もしかしたら、コロナ対策

で男女ともに家にいること

が増えたことも、関係して

いるかしら。

お互い何ができるか、

何をしたらいいか話したよね！

ますます頑張れ

そう☆

職場での「教育・研修の機会

や内容」の平等が5.8ポイント

ＵＰ！

23.0

11.7

39.2

27.4

66.6

41.7

57.6

58.0

平等

共同して分担

5.6 13.7

14.1

17.8

19.5

14.1



男性も育児休業を取り

やすくするにはどうし

たらいいんだろう。
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家庭生活と地域活動と
仕事について

　「男性が、この制度を活用することについてどう思うか」の問いに、

「取るべき」「賛成だが取りづらい」とする賛成派が前回（90.0％）

  より4.1ポイントアップし、94.1％を占めました。

  しかし、「取りづらい」と回答した割合は前回（65.0％）とほとんど

  同じ65.7％となり、状況が改善していないことが分かります。

　  「政策・方針を決定する場に占める割合が低い理由」、「女性がそうした場へ進出するために必要なこと」

　は何かの問いに一番多くの票が集まったのは前回調査と同じ内容でした。

１位　職場に取りやすい雰囲気がない（１位）

２位　男性が取ることについて社会全体の認識が無い（３位）

３位　仕事上周囲に迷惑が掛かる（２位）

取る必要ない
　1.4％

☆男性の育児・介護休業、子の看護休暇取得に賛成も、現実的には

   取りづらいと思う割合　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

☆男性が育休等を取りづらい理由　※（　）内は前回順位　　　　　　　　　　　　　　　

１位　家事や子育て・介護の負担が大きい☆政策・方針を決定する場に占める割合が低い理由

取るべき

28.4％

賛成だが取りづらい

65.7％

取るべき

28.4％

賛成だが取りづらい

65.7％

その他　4.5％

女性の社会参画が進まない

原因も変わらないのね。

女性の社会参画

１位　家事や子育てなど家庭内の責任を男女が

　　　バランスよく分かち合う

☆女性がそうした場へ進出するために必要なこと
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テーマ2　依然として横ばい…テーマ2　依然として横ばい…
　改善が見られた一方で変わらない部分も。「相変わらず」で済ませず、だれもが

住みやすいまちにしていくため、もっと取り組んでいく必要があるのではないでしょうか。

　改善が見られた一方で変わらない部分も。「相変わらず」で済ませず、だれもが

住みやすいまちにしていくため、もっと取り組んでいく必要があるのではないでしょうか。

「男性が育休等を取得することについて」

！
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ボ
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。
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ク
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と
、
「
個
々
の
力
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ま
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ク
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す
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と
言
わ

れ
ま
す
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が
あ
り
ま
す
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や
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に
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が
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き
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私
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が

可
能
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。
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意
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い

で
し
ょ
う
か
。

取得賛成派が94.1％ だけど…
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　「配偶者等から右記のような行為をされたことがあるか」

  の問いに「何度もあった」「１、２度あった」と回答した人

  が、アの「身体に対する暴力」では合わせて11.1％、エの

「精神的な暴力」では合わせて17.6％いました。

　「誰かに打ち明けたり、相談したりしたか」の問いに63.6％が相談して

  いませんでした。その理由として、「相談するほどのことではないと思

  った」「相談しても無駄だと思った」「自分が我慢すればいいと思った」

「自分に悪いところがあると思った」と、暴力を容認していたり、自分に

  我慢や責任を負わせるものが目立ちました。

　　「誰（どこ）に相談したらよいか分からなかった」との回答もありました。入間市では、下記の窓口で相談を受け付け

     ています。どんな小さなことでもいいので、一度ご連絡ください。国や県でも相談を行っています。

     相談は秘密厳守で行います。安心してご利用ください。

◆入間市男女共同参画推進センター　０４－２９６４－２５４５

◇入間市役所市民相談室　０４－２９６４－１１１１（代表）

◆埼玉県男女共同参画推進センターＷｉｔｈ Ｙｏｕ さいたま　０４８－６００－３８００

◇よりそいホットライン（フリーダイヤル）※２４時間対応　０１２０－２７９－３３８　

　ＤＶと夫婦喧嘩の大きな違いはお互いの関

係性にあります。強者が弱者を押さえつけコ

ントロールする支配関係にある場合、相手に

恐怖を感じている場合、ふたりは対等な立場に

はなく、そうした中で起きる暴力はＤＶ（ド

メスティック・バイオレンス＝家庭内暴力）

となりえます。

☆被害経験の有無

何か自分に落ち度があったとしても、

暴力を受けていい理由は無いはずだよ！

よその人にしてはいけないことは、

家族にもダメ！

配偶者暴力

テーマ3　深刻な事実テーマ3　深刻な事実
約９人にひとりが身体への暴力を受けた経験がある結果に・・・約９人にひとりが身体への暴力を受けた経験がある結果に・・・

ＤＶは犯罪です！！

【ＤＶと夫婦喧嘩は違います！】
とっても

大事！
ア・エだけでなく、全ての項

目で７％以上の被害経験があ

る結果となりました。

相談しなかった人の割合

63.6％

相 談 先

0％

1.9

9.2

12.4

何度も 1，2度 全くない 無回答

69.2

76.2

5.2

20％ 40％ 60％ 80％ 100％

ア　身体的暴力

エ　精神的暴力

そ
の
う
ち

12.7  

13.2

ア　身体に対する暴力

イ　危害を加えられるのでは、という恐怖を感じた

ウ　性的な行為の強要

エ　人格を否定するような暴言や交友関係の監視

オ　生活費を渡さないなど経済的に弱い立場に立

　　たされた
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　「性的マイノリティやＬＧＢＴという言葉を知っているか」との問いに、
  80.6％が知っていると回答しており、これは前回調査の60.1%を大

  きく上回る結果となっています。ここで改めてＬＧＢＴという言葉の
  意味をご紹介します。

『性のあり方』はとても多様です。「ＬＧＢＴ」という言葉は

Ｌ：レズビアン（女性を好きになる女性同性愛者）

Ｇ：ゲイ（男性を好きになる男性同性愛者）

Ｂ：バイセクシュアル（女性も男性も両方好きになる両性愛者）

Ｔ：トランスジェンダー（生まれたときの性別と自認する性別が

　　一致しない人）

の頭文字を並べた性的少数者の総称のひとつとして使われます。

これらの人は人口に占める割合が少ないことから性的少数者

（性的マイノリティ）といわれます。

　自分の性別をどう認識するか、どの性別の人を好きになるかと

いうことは自分で選択・変更できるものではありません。

☆ＬＧＢＴという言葉の認知度性的マイノリティ

今後に向けて

テーマ４　お互いを尊重できる社会にテーマ４　お互いを尊重できる社会に
生き方を性別で分けるのではなく、個人個人ができること、やりたいことができ、お互いを認め合える社会に向かって…。生き方を性別で分けるのではなく、個人個人ができること、やりたいことができ、お互いを認め合える社会に向かって…。

初めて知った

15.4％

その他　4.5％

☆ＬＧＢＴの方の人権を守るために何が必要？（複数回答可）

１位　正しい理解のための教育・啓発活動の推進（５５９票）
２位　相談・支援体制の充実（４０３票）
３位　パートナーシップ制度等の法整備（３８１票）

　市では啓発講座や講演会等様々な啓発活動を行って
います。何が必要かの問いへの法整備とする回答は
前回調査（30 . 8％）から12 .4ポイントアップして
おり、皆さんの理解が進んでいることがうかがえる
結果となりました。

　「男女共同参画社会の実現のため、今後市はどのようなことに力を入れていくべきか」の問いに、

「男女共同参画の視点に立った社会制度・慣行の見直し、意識の改革」「男女の職業生活と家庭・地

域生活の両立の支援」との声が多く上がりました。今注目されているＳＤＧｓ（Sustinable Devel-

opment Goals＝持続可能な開発目標）でも、５つ目に「ジェンダー平等を実現しよう」という目標

があります。性別にとらわれず、お互いを尊重し支え合えたなら、住みやすく明るいまちになるので

はないでしょうか。市では、意識改革のための講演会の実施や、関係機関や企業と連携した、働く女

性・働きたい女性が活躍することのできる環境づくりの応援をしていきます。

今回の調査で「自分の性別に

悩んだことがあるか」に1.8％の

人が「はい」と回答してるよ。

ＬＧＢＴの割合は、一説には左利

きと同数とも。打ち明けていない

だけで、身近な存在なんだね。

「ＬＧＢＴって言葉を知ってる？」

LGBTという言葉

を知っている

80.6％80.6％
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ま
れ
ら
え
考
と
る
い
て
し

受
を
談
相
て
し
と
士
務
労
険
保
会
社

　

。
す
ま
り
あ
く
多
が
例
事
る
す
感
実
を

る
ざ
ま
休
を
社
会
り
よ
に
校
休
の
供
子

月
か
１
る
ま
る
ま
「
は
業
企
る
あ
、
し

顔
い
渋
と
」
よ
だ
ん
る
困
て
れ
ま
休
も

て
し
担
分
も
者
偶
配
（
た
し
ま
せ
見
を

。
）
あ
な
に
の
い
い
ば
れ
れ
く
で
ん
休

払
支
に
合
場
た
し
業
休
で
示
指
の
社
会

が
う
払
は
に
員
社
正
、
も
当
手
業
休
う

企
う
い
と
い
な
わ
払
は
に
員
社
規
正
非

も
性
女
た
れ
た
絶
が
入
収
、
り
あ
も
業

用
活
を
金
成
助
（
ん
せ
ま
り
あ
く
な
少

STOPコロナ差別

  
 「感染対策をしていても感染し、心無い差別を受けた」「医療従事者が子どもを保育園に預

けることができない」などコロナ差別に関する報道を耳にすることが増えています。恐れる

べきは人ではなくコロナウイルスです。思いやりと、冷静な対応をお願いします。

が
担
分
の
児
育
や
事
家
、
中
る
す
施
実

子
は
分
自
「
、
や
き
い
思
と
か
だ
ん
進

追
に
り
く
り
や
の
事
仕
と
話
世
の
も
ど

も
つ
い
、
ど
な
」
い
な
こ
て
出
ま
ま
た

い
と
た
し
感
実
を
り
偏
の
担
負
に
上
以

に
代
時
の
和
令
。
た
し
ま
り
あ
も
声
う

か
し
の
く
重
に
方
の
性
女
は
担
負
の
事

 

　現在も新型コロナウイルスが流行しており、わたしたちの日々の生活にも様々な変化がありました。

コロナ時代の今だからこそ見えてきた働く場での男女共同参画の重要性について、市男女共同参画

審議会副会長であり、社会保険労務士の小林由利さんにご寄稿いただきました。

男女共
同参画

レポー
ト

の
く
多
、
今
の
中
行
流
ナ
ロ
コ

中
集
に
性
女
が
せ
寄
ワ
シ

る
よ
に
査
調
識
意
民
市
の
載
掲
号
今

　

つ
に
」
庭
家
は
女
、
事
仕
は
男
「
、
と

う
そ
「
、
に
い
問
の
か
う
思
う
ど
て
い

そ
ば
え
言
と
か
ら
ち
ど
「
」
い
な
わ
思

が
派
定
否
る
す
と
」
い
な
わ
思
う

72
・の

た
し
加
増
り
よ
査
調
回
前
、
と
％
４

テ
、
は
側
く
働
。
す
で
果
結
い
し
嬉
は

庭
家
が
性
男
、
は
側
業
企
た
ま
、
し
用

う
よ
る
べ
選
を
方
き
働
る
す
に
事
大
を

は
男
「
も
態
実
、
め
進
を
備
整
境
環
な

小林社会保険労務士事務所

小林由利 さん

お話を伺ったのは…

　新型コロナウイルス感染症は誰もが感染しうる可能性があり、誰もが気づかないうち

に感染させてしまう可能性のある感染症です。感染した人、濃厚接触者、医療従事者、

社会生活に必要なサービスを提供する業務に携わっている方々やその家族などに対する

不当な差別、偏見、誹謗中傷があってはいけません。

新型コロナウイルス感染症と男女共同参画

て
し
ざ
め
を
致
一
の
態
実
と
識
意

、
り
よ
す
探
を
由
理
な
理
無

ⓒ公益財団法人

人権教育啓発推進センター

　
日
本
商
工
会
議
所
の
調
査
に
よ
る

と
、
中
小
企
業
の
約
７
割
が
「
男
性
社

員
の
育
児
休
業
取
得
の
義
務
化
」
に
反

対
し
て
お
り
、
男
性
の
育
児
参
加
へ
の

理
解
が
進
ん
で
い
な
い
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。
あ
る
企
業
で
は
、
小
さ
な
子
供

や
介
護
者
が
い
る
と
仮
定
し
て
１
か
月

間
働
い
て
み
る
、
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な

研
修
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
研
修
中
は
、

定
時
で
の
帰
宅
や
子
供
の
発
熱
連
絡
が

突
発
的
に
来
た
と
仮
定
し
て
即
時
退
社

を
上
司
か
ら
指
示
さ
れ
る
な
ど
、
時
間

に
制
約
の
あ
る
勤
務
を
体
験
し
ま
す
。

「
こ
ん
な
の
で
き
る
わ
け
な
い
」
と
大

反
対
し
た
管
理
職
が
、
職
場
で
の
協
力

意
識
が
進
み
、
残
業
が
減
っ
た
に
も
関

わ
ら
ず
業
績
が
落
ち
な
か
っ
た
効
果
を

目
の
当
た
り
に
し
て
、
今
で
は
推
進
派

に
変
わ
っ
て
い
る
と
い
い
ま
す
。
で
き

な
い
理
由
を
あ
げ
れ
ば
き
り
が
あ
り
ま

せ
ん
が
、
ま
ず
は
や
っ
て
み
る
と
い
う

こ
と
が
重
要
で
す
。
テ
レ
ワ
ー
ク
を

例
に
と
っ
て
も
、
ハ
ー
ド
ル
の
高
さ
か

ら
か
コ
ロ
ナ
前
に
導
入
し
て
い
る
企
業

は
わ
ず
か
で
し
た
が
、
必
要
に
迫
ら

れ
て
や
っ
て
み
た
ら
何
と
か
出
来
て
い

る
、
と
い
う
事
例
も
多
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。



西武池袋線

至 川越

市民会館

至 飯能

至 飯能

至 所沢

至 西武池袋

至 狭
山

至 所沢

市からのお知らせ市からのお知らせ

「
令
和
２
年
度
男
女
共
同
参

画
セ
ミ
ナ
ー
公
開
講
演
会
」

を
開
催
し
ま
し
た

「
令
和
２
年
度
男
女
共
同
参

画
セ
ミ
ナ
ー
公
開
講
演
会
」

を
開
催
し
ま
し
た

　
令
和
２
年
12

月
５
日
、
産
業
文
化
セ

ン
タ
ー
ホ
ー
ル
に
て
落
語
家
の
林
家
木

久
蔵
氏
に
よ
る
講
演
会
を
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
対
策
を
行
い
な

が
ら
開
催
し
、
多
く
の
市
民
の
方
が
参

加
さ
れ
ま
し
た
。『
木
久
蔵
流
、
が
ん
ば

ら
な
い
子
育
て
』を
テ
ー
マ
に
、
父
で
あ

る
林
家
木
久
扇
氏
と
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
や

子
ど
も
を
「
そ
の
気
に
さ
せ
る
」
秘
訣
な

ど
、
ご
自
身
の
子
育
て
論
を
お
話
し
い

た
だ
き
ま
し
た
。「
が
ん
ば
ら
な
い
」
は
、

「
緩
く
」
と
い
う
意
味
で
は
な
く
、
子
育

て
は
「
ひ
と
り
で
」「
夫
婦
で
」
だ
け
で
し

て
い
る
と
大
変
。
も
っ
と
力
を
抜
い
て

周
り
を
頼
っ
て
、
と「
が
ん
ば
ら
な
い
子

育
て
」
を
語
ら
れ
ま
し
た
。な
ぞ
か
け
や

落
語
も
ご
披
露
い
た
だ
き
、
と
て
も
楽

し
い
講
演
会
と
な
り
ま
し
た
。

林家　木久蔵 氏

入間市駅

南口

入間市産業

文化センター

入間市役所

市民体育館

映画館
国道463国道463

西武池袋線

国道463バイパス国道463バイパス

はなみずき通りはなみずき通り

男女共同参画推進センター

（イルミン２F）

企画・編集

発　　行

女
ひ と

と男
ひ と

の情報紙編集会議

ひと ひと

※入間市女と男の情報紙「Beginはじめよう！」は第4次いるま男女共同参画プランに基づいて発行されています。

発　行　日

入間市市民生活部人権推進課［男女共同参画推進センター］
〒358-0003　入間市豊岡4-2-2
TEL 04-2964-2536
FAX 04-2964-2539
メールアドレス ir212000@city.iruma.lg.jp
ホームページアドレス  http://www.city.iruma.saitama.jp/shisetsu/shisetsu_kyoiku/1012387/index.html
　

令和３年３月

イラスト

原田寛子

　

 

あ
な

た
の

声

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

　

 

　
こ
の「
女
と
男
の
情
報
紙
」は
、
男
女
が
共

に
輝
き
、い
き
い
き
と
暮
ら
し
て
い
く
た
め

に
参
考
と
な
る
情
報
を
お
伝
え
し
ま
す
。

　
楽
し
い
紙
面
作
り
に
は
皆
さ
ん
の
ご
意

見
や
ご
感
想
が
必
要
で
す
。

　
ぜ
ひ
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

ひ

と

ひ

と

原
田

　寛
子

宮
﨑

　房
枝

諸
井

　和
江

16

わたしたちが

　　編集協力員です

　編集協力員として
ご協力いただける方、
お待ちしております。

午前10時～正午・午後１時～３時　※相談時間1人30分

女性のための相談事業の紹介
男女共同参画推進センター

悩みごと電話相談 毎週水曜日

TEL：04-2964-2545（相談員直通）

午前10時～正午・午後１時～３時　※相談時間1人60分

悩みごと面接相談（予約制） 毎週月・金曜日

TEL：04-2964-2561（専用）

午後１時15分～４時45分　※相談時間1人30分

法律相談（予約制） 毎月第3水曜日

予約

申込

TEL：04-2964-2561（専用）予約

申込

オンラインでの相談も行っています！


